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史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
遺
蹟

現
今
3

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
第
i
條
第
i
項
に
依
つ
て
指
定

第
五
百
五
十
三
艤

蹟
と
し
て
指
定
さ
紅
た

一
般
に
史
踏
と
云
へ
ば
，
歴
史
上
の
逍
蹟
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
現
今

政
府
に
於
て
行
っ
て
居
る
史
蹟
保
存
の
事
業
に
於
て
は
b

そ
れ
よ
り
も
範

園
は
餘
程
廣
く
「
過
去
人
類
の
活
励
の
跡
で
、
不
動
的
有
形
物
」
は
、
す
べ

て
史
蹟
と
し
て
認
め
ら
る
る
こ
と
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
鱚
つ
て
従

束
の
醤
蹟
又
は
古
蹟
と
桐
す
る
も
の
よ
り
以
上
に
各
般
の
項
目
を
含
抒
わ

け
で
あ
る
が

d

、
そ
の
内
て
む
古
墳
と
．
石
器
時
代
遣
蹟
と
は
普
通
の
史
蹟
の

観
念
よ
り
特
に
著
し
い
懸
隔
あ
る
も
の
の
や
う
に
恩
は
れ
て
届
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
そ
の
筈
て
，
江
戸
時
代
の
地
誌
類
や
名
所
薗
會
等
に
は
百
今

日
の
如
き
意
味
に
於
け
る
古
墳
や
石
器
時
代
遠
跳
ぱ
、
獨
げ
ら
れ
て
居
な

い
。
又
今
日
の
中
等
學
校
以
下
の
敦
科
書
等
に
も
此
等
の
項
目
は
見
え
な

い
や
う
で
あ
る
。
古
墳
の
こ
と
は
別
の
檬
會
に
誤
る
こ
と
と
し
，
表
題
の

石
器
時
代
遣
蹟
に
就
て
云
へ
は
、
之
は
全
く
明
治
時
代
以
後
じ
學
術
の
進

か
が
歴
史
時
代
の
如
く
判
明
し
な
い
と
い
ふ
勘
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

凡
そ
自
國
の
理
解
と
云
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
同
民
に
も
痛
感
せ
ら
る
る

も
の
で
あ
る
Q
我
が
國
に
於
て
は
、
建
國
の
儘

制
蚊
に
現
代
の
理
解
等
菫
要
事
は
多
み
、
あ
る

か
、
我
が
國
土
内
に
明
確
な
選
蹟
造
物
を
茂
し

た
先
史
時
代
の
人
類
有
史
以
前
の
民
族
）
の
事

も
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
e
今
日
各
地
の

郷
土
に
於
て
観
察
し
得
る
先
史
時
代
人
類
の
最

古
督
造
の
跡
と
し
て
の
石
器
時
代
遺
蹟
、
及
び

彼
等
の
人
工
製
作
の
結
果
と
し
て
の
各
極
の
遺

物
は
、
國
土
の
悠
遠
な
る
姿
を
如
賀
に
語
り
，

原
始
的
住
民
の
生
活
様
式
を
眼
前
に
示
す
も
の

で
あ
る
。
之
れ
や
が
て
我
が
國
開
闘
の
序
史
を

現
賞
に
紡
彿
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，

之
を
研
究
胴
査
し
、
史
域
と
し
て
保
存
す
る
こ

と
の
霊
要
性
は
何
人
も
首
背
せ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

文
部
時
報

さ
れ
て
居
る
石
器
時
代
遣
蹟
は
二
十
五
筒
所
に
達
し
て
居
る
。
其
の
内
に

北
海
道
の
チ
ャ
ジ
4
ニ
ヶ
尻
竪
穴
群
l

ケ
所
を
含
ん
で
居
る
が
此
等
は
内

趾居住代時器石国船

に
目
下
史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
て
居
る
も
の
は
前
述
の
通
り
の
少
敷
て
あ

る
が
今
緩
調
査
の
進
む
に
つ
れ
て
、
其
の
数
は
漸
次
培
加
す
る
で
あ
ら

、9ハf

文
部
省
史
蹟
鯛
査
瘍
託
時
代

二
五

歩
に
依
つ
て
其
の
性
質
は
漸
次
請
緻
の
度
を
加
へ
つ
つ
あ
る
の
で
、
其
の

研
究
の
初
期
に
於
て
は
、
尊
ら
褒
掘
、
採
集
を
主
と
し
て
行
っ
た
も
の
て

あ
る
か
，
政
府
に
於
て
此
等
の
遺
蹟
を
積
極
的
に
指
定
保
存
す
る
や
う
に

な
っ
た
の
は
大
正
十
年
（
富
山
縣
朝
日
貝
塚
指
定
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
今
日
に
於
て
も
未
だ
一
般
に
史
践
と
し
て
の
意
義
は
徹
底
せ
ず

随
つ
て
保
存
の
趣
旨
も
十
分
理
解
さ
仇
な
い
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
史

蹟
は
墨
衛
上
，
史
學
又
は
歴
史
旭
理
學
に
於
て
研
究
さ
れ
る
も
の
を
云
ふ

場
合
に
は
世
間
の
通
念
と
略
合
致
す
る
の
で
あ
る
が
石
器
時
代
の
遺
跛
逍

物
を
研
究
す
る
學
問
は
＆
人
類
學
及
び
考
古
學
で
，
其
の
目
棚
は
，
遣
敢

の
形
態
，
構
造
、
排
列
、
遣
物
の
包
含
朕
態
、
伴
出
遺
物
個
々
の
研
究
蚊

に
相
互
闘
係
，
分
布
地
域
の
朕
態
等
を
綜
合
し
，
其
の
結
果
と
し
て
民
族

の
性
欣
，
褪
息
時
代
の
文
化
を
究
明
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
帥

も
一
般
史
蹟
の
考
と
精
異
る
態
は
有
史
以
前
の
人
類
の
活
動
の
跡
で
あ
る

埒
に
何
等
の
文
猷
を
も
有
せ
ず
随
つ
て
其
の
時
代
と
か
活
動
し
た
民
族
と

地
の
遠
蹟
と
は
別
に
考
究
す
べ
き
も
の
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
今
は
省
略
す
る
。
此
等
の
遣
蹟
指

定
の
事
由
は
，
決
定
常
時
（
大
正
九
年
二
月
十

六
日
）
官
報
に
掲
げ
ら
れ
た
保
存
要
目
史
践
之

部
第
九
に
腺
る
の
で
，
即
も
「
貝
塚
，
遣
物
包

含
地
，
共
ノ
他
人
類
學
考
古
學
上
―
―
重
要
ナ
ル

遺
践
」
で
あ
る
為
で
あ
る
。

全
國
に
存
在
す
る
此
糧
の
遺
蹟
は
極
め
て
多

い
。
日
本
石
器
時
代
遺
物
登
見
地
名
表
（
人
類

學
敦
室
編
）
に
よ
る
と
全
國
に
於
け
る
貝
塚
の

綿
数
は
約
六
百
箇
所
に
達
し
て
居
る
。
選
物
包

含
地
な
ど
も
相
等
の
数
に
上
つ
て
居
る
。
然
し

此
の
数
は
厳
密
な
意
味
で
は
更
に
桧
討
の
必
要

あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
既
に
痰
掘

さ
れ
円
今
は
輩
に
其
の
痕
跡
を
留
む
る
に
過

ぎ
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

上

田
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（位1:居11:)蹟逍代時器石嵐澤寸

下

近
時
，
地
方
虚
ぬ
て
行
は
肛
る
土
木
工
甕
整
地
事
業
等
に
依
つ
て

形
の
雙
更
さ
る
る
場
合
が
多
く
，
其
の
機
會

に
登
掘
に
依
つ
て
遺
蹟
た
る
ご
と
が
判
明

し
~
調
査
の
結
果
、
種
々
の
虞
要
な
る
嬰
素

を
其
備
す
る
も
の
と
認
め
ら
肛
た
遣
蹟
は
、

事
情
の
許
す
限
り
之
を
保
仔
｀
す
る
こ
と
が
肝

要
な
の
で
、
現
在
指
定
さ
仇
た
石
器
時
代
遺

蹟
の
内
に
も
此
種
の
例
か
あ
る
。
質
際
に
於

て
3

石
器
峙
代
遺
蹟
の
學
術
的
調
在
の
必
要

が
未
だ
一
般
に
徹
底
し
な
い
今
日
に
於
て
沿

之
を
敢
行
す
る
こ
と
は
頗
る
難
事
で
国
一
箇

所
の
調
査
に
於
て
む
相
賞
の
日
敷
と
相
嘗
り

観
費
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
こ
此
の
場
合
に

地
方
の
土
木
工
卓
施
行
の
際
等
に
於
て
p
之

最
も
よ
く
行
は
れ
易
い
の
で
あ
る
J
然
し
凧

要
な
る
遺
蹟
は
か
か
る
偶
然
的
の
楓
會
を
侯

亡
ず
旭
方
髯
の
史
藁
調
査
に
於
て
之
を
行
っ

た
も
甕
叉
は
他
の
學
術
圏
憬
弄
0
褒
掘
研
究
の
際
に
史
諮
保
存
の
目
的

す
べ
き
好
適
の
史
蹟
と
し
て
保
存
の
必
要
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

貝
塚
は
、
最
も
旱
＜
學
術
上
の
研
究
討
象
と
し
て
知
ら
れ
た
為
め
に
各

旭
に
大
小
の
発
掘
か
盛
に
行
は
れ
，

，
徴
候
は
地
表
に
露
は
れ
て
居

る
の
で
旱
く
よ
り
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
之
か
遣
物
包
合
地
と
闘
連
せ
る

場
合
は
多
く
、
共
の
範
園
を
決
定
す
る
こ
と
と
か
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

史
践
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
逍
妓

と
協
力
し
て
學
術
上
の
調
査
を
行
ふ
こ
と
は

゜
，？ 

文
部
時
報

第
五
百
五
十
一
孟
寧

若
し
之
を
褒

掘
せ
ば
、
其

の
原
始
的
な

堆
積
状
態
饂

に
其
の
内
部

の
遺
物
包
合

欣
態
は
破
壊

さ
し
て
し
ま

ん
う

わ

げ

だ

し
3

褒
掘
し

な
け
れ
ば
一

向
に
如
何
な

る
逍
物
が
存

す
る
か
又
共

の
内
に
住
居

で
な
く
暴
術
上
の
債

値
判
断
が
出
来
な
心

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
か

4ヽ

る
稲
類
の

遺
蹟
は
叢
初
か
ら
成

案
を
以
て
臨
み
乙
十

を
褒
掘
調
査
し
一
半

を
原
始
的
朕
態
の
似

に
存
し
其
の
附
署
な
l

合
せ
て
保
存
地
と
な

し
複
掘
研
究
せ
ら
れ

た
る
一
半
に
釘
し
て

は
報
告
齊
を
作
製
公

る
か
ど
う
か
も
明
か

き
も
の
を
包
八
で
居

趾
叉
は
墳
葉
等
の
如

二
七

趾：濾心群祉居住代時器石水活留秋西

~し』

i 

L
'
 

趾居佳代時器石奎幡八原勢伊

か
く
し
て
既
に
指
定
せ
ら
肛
た
石
器
時

代
遠
蹟
（
北
悔
道
の
分
を
除
く
）
を
分
類
す

る
と
住
届
趾
十
一
ヶ
所
．
貝
塚
八
ヶ
所
、

遣
物
包
含
地
ニ
ヶ
所
と
麟
る
が
，
住
居
趾

の
相
多
い
理
由
は
、
従
来
文
獄
偉
設
等
に

依
つ
て
想
像
的
に
我
か
原
始
住
民
の
居
住

形
式
を
誼
い
て
居
つ
に
も
の
が
大
正
の
末

年
頃
か
ら
、
北
陸
、
馴
稟
等
に
於
て
褒
見

さ
仇
仁
雌
下
の
住
居
証
に
依
つ
て
現
宜
的

の
も
の
と
な
り
、
明
確
に
具
慨
的
に
其
の

姿
を
現
し
束
り
~
共
の
大
さ
其
の
構
築
の

稲＂｛、相：

及
び
其
慮
に
褒
見
さ
れ
た
人
骨

交
食
料
の
茂
物
や
土
器
石
器
等
に
依
つ

て
、
大
正
以
前
に
は
知
る
こ
と
の
出
来
な

か
っ
た
原
始
住
民
の
生
活
状
態
を
観
察
し

得
る
に
至
っ
仁
の
で
あ
る
。
卯
ち
石
器
時

代
の
住
居
証
は
、
人
類
雌
上
考
古
學
上
最

か
も
有
史
以
前
（
史
前
）
の
人
類
の
活
勁
朕
態
を
微

表
し
て
之
を
以
て
保
存
地
の
説
明
を
代
表
せ
し
ひ
る
方
法
を
採
る
こ
と
が

考
へ
ら
れ
て
届
る
。

遺
物
包
合
地
も
亦
土
木
工
事
耕
地
開
墾
等
に
依
つ
て
褒
見
さ
れ
る
場
合

か
あ
る
か
之
か
調
査
も
貝
塚
と
略
同
様
の
用
意
を
必
要
と
す
る
。
遣
物
包

を
も
顧
慮
さ
肛
た
も
の
は
調
査
の
上
苔
指
定
保
存
さ
れ
て
居
る
の
て
あ

る。

二
六



史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
逍
蹟

と
し
て
住
居
証
の
一
般
的
な
形
態
と
構
造
と
を
簡
輩
に
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。
日
本
に
於
け
る
最
古
の
住
民
の
住
届
様
式
は
主
と
し
て
文
献
に
攘
り

穴
居
で
あ
る
と
云
ふ
説
が
早
く
よ
り
行
は
れ
3

之
を
桐
具
憬
的
に
示
す
竪

穴
住
居
の
形
式
が
北
悔
道
又
は
東
北
狐
方
の
遺
跡
に
依
つ
て
喧
億
さ
れ
て

来
た
が
、
近
年
，
ロ
ー
ム
暦
盆
如
土
層
）
等
を
適
嘗
の
大
さ
（
直
梃
約
十
六
，

.. p
~
ー
：
~
：
：
『
f
~
~
-
七
尺
）
を
以
て
約
二

3

三
尺
位

．
~
一
．0:
□
[口
夏
[
:

．． 

□[ロロ

．

」

．

／

↑

[

ふ

~.>1 

5

紺
が
績
々
と
褒
見
さ
れ
、
古
い
時

·
、
~
/
~
~

□
[
]
I
J
[
]
[
t
E
』
]
]

確
定
的
と
な
っ
た
。
更
に
，
河
岸
豪
地
等
の
表
面
に
礫
石
を
敷
き
つ
め
て

肱
を
形
成
し
た
所
謂
石
敷
住
居
証
（
礫
休
住
居
証
）
が
績
立
彼
見
さ
訊
，
叉

別
に
礫
抹
な
く
土
林
の
み
の
も
の
も
あ
り
何
れ
も
煽
趾
を
有
し
~
礫
休
住

、一

f 

寸
澤
嵐
石
器
時
代
逍
蹟

川
尻
石
器
時
代
逍
蹟

伊
勢
原
八
幡
豪
石
器
時

代
住
居
証

瀧
澤
石
器
時
代
遣
践

戌
立
石
器
時
代
仕
居
趾

寺
ノ
浦
石
器
時
代
住
居

止”
 

大
境
洞
窟
住
居
趾

龍
河
澗

文
部
時
報

吋
よ
詈
訓
頃
，
刃

＇ヽ

富
山
縣
氷
見
郡
宇
波
村
大
正
十
一
年
三
月

高
知
縣
香
美
郡
佐
古
村
昭
和
九
年
十
二
凡

含
旭
の
内
に
は
虞
女
的
な
も
の
も
あ
る
が
第
二
次
以
上
の
攪
訊
さ
れ
た
も

の
も
あ
っ
て
之
が
認
定
も
亦
頗
る
困
難
で
あ
る
。
既
に
指
定
さ
れ
た
鹿
兒

島
縣
下
の
指
宿
の
逍
跡
の
如
き
は
火
山
灰
下
に
あ
っ
て
東
京
府
下
の
大
島

に
存
す
る
も
の
同
様
著
名
な
虞
女
的
の
遣
物
包
含
地
で
あ
る
。
貝
塚
，
遣

物
包
含
地
共
に
漸
次
詞
査
の
進
む
に
随
ひ
指
定
数
は
増
加
す
る
で
あ
ら

う
。
既
に
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
遣
蹟
を
左
麦
に
示
す
。

△
府
縣
市
町
村
別
指
定
石
器
時
代
遺
蹟
表

住

屈

証

所

在

地

庫
ケ
坂
石
器
時
代
選
蹟
稟
京
府
南
多
摩
郡
南
村

船
田
石
器
時
代
遠
蹟
同
府
同
那
横
山
村

西
秋
留
清
水
石
器
時
代
東
京
府
西
多
摩
那
西
秋

住

居

趾

群

留

村

紳
奈
川
縣
津
久
井
郡
内

郷
村
同
縣
同
郡
川
尻
村

同
縣
中
郡
伊
勢
原
町

同
縣
同
郡
同
村

同
年
向
月

群
馬
縣
勢
多
郡
横
野
村
昭
和
二
年
四
月

長
野
縣
小
縣
郡
滋
野
村
昭
和
八
年
二
月

昭
和
九
年
十
二
月

昭
和
五
月
十
一
月

昭
和
六
年
七
月

昭
和
八
年
四
月

指

定

年

月

大
正
十
五
年
二
月

昭
和
三
年
一
月

第
五
百
五
十
―
―
一
蒻

塚

二
九

居
証
に
は
貯
蔵
所
と
認
め
ら
れ
る
石
園
が
あ
り
周
縁
に
は
扁
平
な
礫
石
を

立
て
並
べ
て
抹
の
限
界
を
示
す
等
の
樽
造
か
あ
り
其
の
大
さ
は
一
定
し
な

い
が
直
楳
十
四
、
五
尺
か
ら
三
十
尺
以
上
に
及
ぶ
も
の
が
あ
っ
て
一
般
に

平
埴
性
、
豪
落
的
の
住
居
趾
と
認
め
ら
れ
て
居
る
。
此
等
は
如
何
な
る
時

代
に
如
何
な
る
民
族
の
居
住
し
た
跡
で
あ
る
か
は
、
頗
る
興
味
あ
る
問
題

で
あ
る
が
、
兎
に
角
現
代
人
の
生
活
表
面
に
あ
ら
ざ
る
二
、
三
尺
乃
至
敷
尺

の
地
下
に
殿
然
た
る
姿
を
茂
し
て
居
る
以
上
、
相
嘗
の
年
殿
を
経
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
想
像
＄
れ
る
の
で
あ
る
。
か
A

る
遣
跡
が
褒
見
さ
れ
る
と

直
も
に
何
年
前
の
も
の
で
あ
る
か
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
て
，

此
の
欲
望
を
充
た
す
為
に
遣
物
を
見
て
大
抵
三
千
年
以
前
の
も
の
だ
と
い

ふ
風
に
答
へ
る
事
は
今
日
も
猶
相
常
に
許
容
さ
れ
て
居
る
が
，
之
は
決
し

て
學
術
上
左
様
に
簡
輩
に
決
定
し
得
ら
る
A

も
の
で
は
な
い
。
勿
諭
そ
れ

よ
り
以
上
に
古
い
と
認
め
ら
る
る
も
の
も
多
数
あ
る
し
，
又
更
に
そ
れ
よ

・
り
も
新
し
い
時
代
の
も
の
と
認
め
ら
る
A

も
の
も
あ
る
。
此
の
問
題
は
存

在
の
場
所
に
依
つ
て
も
異
る
の
で
、
寄
森
縣
下
の
是
川
村
遺
跡
か
ら
は
石

器
に
伴
ふ
縄
紋
式
土
器
と
共
に
宋
錢
（
景
徳
元
賓
）
を
出
土
し
た
例
も
あ

る
。
北
海
道
に
至
仇
ば
更
に
時
代
か
降
下
す
る
。
此
稲
遣
蔽
の
時
代
の
判

定
に
は
前
述
の
如
く
其
の
遣
跡
の
地
表
面
よ
り
の
深
さ
と
、
築
造
の
地
層

も
有
力
な
根
攘
と
な
り
築
造
の
手
法
‘
茸
へ
の
用
材
、
分
布
等
も
重
要
な
資

料
と
な
る
か
沿
更
に
住
居
址
内
又
は
同
一
層
位
に
包
含
さ
れ
る
遺
物
の
綜

\'~ 

J’~~ 

＼ 
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貝

所

在

地

指

定

年

月

良

文

村

貝

塚

千

葉

縣

香

取

郡

良

文

村

昭

和

五

年

二

月

新
地
貝
塚
附
手
長
明
帥
社
犀
島
縣
相
馬
郡
新
地
村
昭
和
五
年
二
月

下

船

胄

誡

岩

手

縣

氣

仙

郡

大

船

渡

昭

和

九

年

一

月

町

蛸

ノ

浦

貝

塚

同

縣

同

郡

赤

崎

村

同

年

同

月

中

浸

襖

貝

塚

同

縣

同

郡

廣

田

村

同

年

同

月

朝

日

貝

塚

富

山

縣

氷

見

郡

氷

見

町

大

正

十

一

年

一

二

月

嗚

帥

貝

塚

和

歌

山

市

鳴

誹

町

昭

和

六

年

七

月

佐

太

貝

塚

島

根

揺

八

束

郡

佐

太

村

昭

和

八

年

四

月

靡

武

講

武

村

遣

物

包

含

旭

所

在

蛾

指

定

年

月

函
石
濱
選
物
包
含
蛾
京
都
府
熊
野
郡
湊
村
大
正
十
年
三
月

指
宿
梱
牟
膿
川
逍
物
包
鹿
兒
島
縣
揖
宿
郡
指
宿
大
正
十
三
年
十
二
月

含

地

村

右
の
外
，
同
保
存
法
第
一
條
第
二
項
に
依
つ
て
府
縣
知
事
に
於
て
俣
に

指
定
し
た
石
器
時
代
逍
蹟
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
高
麗
村
石
器
時
代
住
届

趾
〔
埼
玉
縣
）
。
藍
岡
貝
塚
（
栃
木
縣
）
C
-

水
上
石
器
時
代
住
居
証
（
群
馬
縣
）
っ

是
川
石
器
時
代
遣
跳
〖
青
森
縣
）
。
闘
谷
洞
窟
（
岩
手
縣
下
の
洞
窟
住
居
趾
）
。

舟
久
保
洞
窟
（
同
上
）
。
仮
結
竪
穴
群
（
秋
田
縣
）
。

指
定
さ
訊
亡
各
地
の
石
器
時
代
遠
蹟
の
内
の
住
居
証
を
暑
解
す
る
前
置

ニ
八



地
の
地
下
約
二
尺
の
虞
に
敷
個
痰
見
含
れ
た
も
の
で
各
住
居
証
は
殆
ど
中

央
に
櫨
証
を
存
し
共
の
周
園
に
悶
同
大
の
礫
石
を
以
て
闘
形
若
は
半
同
形

に
敷
き
詰
め
大
な
る
も
の
は
其
の
直
傑
約

二
十
尺
あ
り
叉
間
仕
切
あ
る
石
固
を
有
す

る
も
の
が
あ
る
域
内
よ
り
石
器
蚊
に
縄
紋

式
土
器
を
衰
見
し
た
。o
o
o
c
o
o
o
o
o
 

紳
奈
川
縣
下
の
寸
澤
嵐
石
器
時
代
遣
蹟

は
石
老
山
の
麓
相
模
川
と
道
志
川
と
の
合

流
貼
に
常
る
縣
消
浩
ひ
の
地
帖
で
丘
陵
の

末
端
小
字
釜
ノ
上
と
小
字
寸
嵐
〈
す
あ
ら

し
）
と
の
境
（
俗
に
ぃ
ぶ
入
ボ
と
栂
，

□に

あ
る
。
礫
林
は
略
半
同
形
て
直
栢
一
尺
内

外
の
礫
石
の
平
滑
な
も
の
を
選
ひ
各
石
の

透
間
に
小
石
を
詰
め
中
央
に
六
角
形
の
櫨

証
あ
り
叉
煉
証
よ
り
東
方
に
向
ひ
二
尺
の

幅
で
礫
豚
面
よ
り
籾
低
く
之
れ
か
床
外
に

約
五
尺
仲
び
て
届
る
。
礫
抹
の
外
周
に
は

特
に
石
を
立
て
甑
劃
し
た
形
跡
も
認
め
ち
れ
る
。
縄
瞑
土
器
及
び
石
器
は

匿
域
内
よ
り
褒
見
さ
れ
た
か
ら
其
の
時
代
は
推
定
さ
仇
る
。

史
跛
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
遣
貼

0

0

0

CJ 

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
0
 

同
府
下
西
秋
留
清
水
石
器
時
代
住
居
趾
群
は
秋
川
の
左
岸
豪
地
な
る
畑

編
年
を
試
四
る
の
・
一
し
あ
忍
。

・応 ～ 

現
在
の
虞
で
は
未
だ
材
料
も
少

束
な
い
。

の
同
腿
の
遺
跡
遣
物
競
に
其
の
分
布
朕
態
等
と
比
較
研
究
し
て
相
討
的
の

類
學
的
研
究
の
結
果
に
参
照
し
、
之
々
乞
各
地

中
に
人
骨
の
存
し
た
揚
合
に
は
そ
肛
等
の
人

期
．
後
期
）
と
石
器
の
菰
類
、
数
菫
と
遣
蹟

の
構
造
様
式
と
と
綜
合
考
察
し
若
し
逍
勒
の

一
＼
其
の
石
器
の
柿
類
及
ひ
敷
量
を
異
に
す

る
場
合
は
多
い
の
で
あ
る
。
此
等
の
縄
紋
式

土
器
の
様
式
紋
様
等
に
依
る
新
古
の
別
（
前

疇
中
期
忍
後
期
）
又
は
弾
生
式
の
そ
れ
（
前

を
包
含
せ
る
も
の
が
あ
り
或
は
其
の
内
の

二
、
三
稲
の
応
を
預
見
せ
る
も
の
も
あ
っ

め
て
少
敷
で
あ
る
。
石
器
に
於
て
も
3

石
斧
、
石
棒
、
石
皿
．
凹
石
、

土
器
を
包
含
す
る
も
の
が
多
く
沼
彊
生
式
土

器
の
今
を
存
す
る
も
の
は
親
在
の
虞
で
は
極

に
大
別
さ
れ
る
が
大
憬
か
ら
云
へ
は
縄
紋
武

合
的
研
究
に
依
つ
て
よ
り
明
諒
の
度
を
加
ふ
る
の
て
あ
る
。
抑
も
仕
届
趾

贔
上
に
は
大
抵
其
の
賞
時
使
用
し
た
土
器
や
石
器
の
類
か
敬
訊
し
て
届

る
の
を
常
と
す
る
。
然
し
て
其
の
土
器
は
網
紋
式
土
器
と
蜀
生
式
土
器
と

文
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績
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褒
見
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¥
u

れ
る
見
込
も
あ
る
の
て
綽
論
に
は
ま
だ
距
離
が
あ
る
と
認
め

ら
仇
る
。
出
末
れ
ば
今
日
ま
で
衰
見
せ
る
住
屁
証
の
集
成
圏
録
の
韻
成
が

必
要
で
あ
ら
う
。
之
れ
よ
り
各
地
に
於
て
指
定
さ
れ
て
居
る
住
屁
証
の
略

解
を
試
入
る
こ
と
ヽ
す
る
。
（
府
縣
市
町
村
別

指
定
石
器
時
代
遺
蹟
表
参
照
）

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0

0

 

東
京
府
下
の
高
ヶ
坂
石
器
時
代
翠
蹟
は
大

器士式紋縄の見疲趾居1主代時器石立戌

ケ
坂
の
洪
讐
喧
に
上
に
あ
っ
て
、
住
居

趾
と
恩
は
る
る
も
の
は
三
個
所
あ
る
◇
、
王
と

し
て
直
料
七
，
八
寸
の
礫
石
（
河
原
石
ご
を
各

粒
園
形
に
敷
き
っ
め
其
の
内
一
個
所
の
分
に

は
中
央
に
櫨
か
設
け
て
あ
る
c

石
器
蚊
に
麗

紋
式
土
器
か
褻
見
さ
訊
に
＞

0

0

0

0

0

0

0

0

 

同
府
下
船
田
石
器
時
代
逹
践
は
低
き
丘
陵

上
に
あ
っ
て
畑
蜆
の
表
面
か
ら
約
一
尺
四
寸

位
の
探
さ
に
礫
石
を
略
園
形
に
敷
き
中
央
に

煽
が
あ
り
其
の
底
部
に
口
霞
約
一
尺
の
縄
紋

式
土
器
を
用
ゐ
て
あ
る
。
叉
石
敷
の
綜
邊
に

設
し
て
あ
る
。
現
今
は
保
存
の
為
め
埋
豹
ら
れ
届
る
か
ら
見
る
こ
と
が
出

涵

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

同
縣
下
川
尻
石
器
時
代
造
讀
は
相
模
川
に
臨
む
豪
地
の
一
端
小
字
谷
ヶ

原
及
ひ
小
字
久
保
濶
の
地
域
内
に
あ
る
住
届
趾
群
て
あ
る
。
地
域
内
に
石

埋
没
を
認
め
ら
＾
仝
墨
二
十
二
個
所
あ
る
。
今
日
迄
褒
掘
せ
ら
れ
た
虐

器土式生1爾たれま包に華灰石内祉居住洞河龍
近
く
縄
紋
式
に
島
す
る
大
形

n
長
き
甕
を
坦

五
個
所
あ
り
其
の
中
三
個
所
は
最
近
の
試

掘
に
係
り
一
は
字
谷
ヶ
原
七
百
八
十
一
一
一
番

地
の
地
域
に
あ
り
京
西
約
十
尺
南
北
約
十

七
尺
直
径
一
尺
乃
至
五
寸
大
の
礫
石
を
敷

き
中
央
に
煽
を
設
け
た
も
の
敷
石
の
鋏
失

せ
る
部
分
あ
り
て
原
形
を
疏
め
る
こ
と
困

難
な
る
も
略
楕
園
形
を
呈
し
て
居
る
c

二

は
七
百
八
十
七
番
地
の
地
域
に
あ
り
石
敷

の
移
動
鋏
失
甚
し
く
形
欣
は
明
か
で
ぢ

い
ニ
二
は
七
百
八
十
九
番
地
に
あ
り
東
西

約
九
尺
南
北
約
二
十
一
尺
同
じ
く
一
尺
乃

至
五
寸
大
の
石
を
敷
き
詰
め
南
端
に
近
く

二
個
の
櫨
を
設
け
て
あ
る
。
元
此
の
地
域

の
北
方
隣
接
地
七
百
八
十
八
番
地
の
池
域

に
石
敷
を
存
せ
し
も
既
に
取
り
除
か
れ
て

今
は
其
の
接
綬
朕
態
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
全
儒
の
地
域
に

亙
つ
て
多
敷
の
石
器
及
縄
紋
式
土
器
を
喪
見
し
た
虚
で
あ
る
。

゜



る
勘
に
於
て
哀
炉
國
の
古
代
民
族
の
居
住
形
式
を
徴
す
る
有
力
な
る
史
践

で
あ
る
が
其
の
鍾
乳
洞
は
亦
地
質
學
上
よ
り
ぶ
稀
な
る
存
在
と
し
て
天
然

紀
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
に
の
で
あ
る
。
乱
は
大
正
七
年
六
月
越
中
大
境

洞
窟
を
宣
査
し
て
日
本
悔
浩
岸
の
洞
窟
住
居
趾
を
初
め
て
見
た
時
以
上
に

此
の
南
悔
の
洞
窟
を
見
に
時
の
興
味
は
忘
る
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
然
し

て
其
の
痰
見
の
動
機
は
越
中
大
境
の
も
の
は
窟
内
の
白
山
稗
祉
を
再
建
せ

ん
と
し
た
結
果
で
あ
る
か
土
佐
の
龍
河
洞
は
以
前
よ
り
洞
窟
の
存
在
は
知

ら
れ
て
居
つ
た
が
其
の
極
限
は
未
知
で
あ
っ
た
。
然
る
に
山
内
浩
，
松
井

正
賓
雨
氏
苦
心
惨
朦
青
年
園
員
の
決
死
の
應
援
の
下
に
途
に
洞
窟
の
極
限

を
顎
見
し
た
3

然
し
て
洞
窟
の
極
限
た
る
上
部
の
洞
口
は
外
方
に
通
じ
此

の
石
灰
洞
の
山
需
た
る
三
賓
山
の
頂
上
よ
り
約
六
十
米
突
の
下
に
位
す

る
。
此
の
洞
口
こ
そ
古
代
住
民
の
出
入
口
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

年
所
を
繹
た
る
為
め
此
の
洞
口
に
は
大
石
充
満
し
て
其
の
存
在
す
ら
知
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
然
る
に
決
死
の
探
瞼
園
員
の
一
人
は
洞
窟
の
下

方
の
従
来
の
入
口
よ
り
窟
内
に
侵
入
し
て
一
夜
を
窟
内
に
鰹
過
し
翌
日
に

至
り
漸
く
上
部
の
洞
口
に
近
づ
き
窟
内
に
射
入
す
る
微
光
を
認
め
て
外
方

に
通
じ
得
ぺ
き
を
察
し
§
苦
心
惨
謄
大
石
を
赤
手
を
以
て
移
動
せ
し
め
て

漸
く
身
儘
を
動
か
し
得
る
程
の
穴
を
造
り
辛
う
じ
て
外
方
に
出
て
見
れ
ば

最
早
日
は
既
に
暮
れ
て
其
身
は
何
虞
に
在
る
か
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
す

我
が
村
へ
師
る
途
も
知
れ
な
か
っ
た
と
云
ふ
。
此
の
苦
心
の
結
果
従
来
我

史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
遺
蹟

• 0，―‘̀ 

夕

三r

朝
し
て
大
森
の
貝
塚
を
登
見
調
査
苔
れ
「
大
森
介
墟
古
物
編
」
を
公
に
せ
ら

四

が
國
に
於
て
曾
て
知
ら
れ
な
か
っ
た
南
海
の
洞
窟
住
居
趾
が
褒
見
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
然
し
て
此
等
の
洞
窟
住
居
証
は
焉
生
式
土
器
使
用
民
族
の
も

の
と
認
め
ら
れ
る
が
同
じ
石
灰
洞
内
の
住
居
証
で
も
岩
手
縣
あ
た
り
に
存

在
す
る
も
の
は
殆
ど
縄
紋
式
土
器
ば
か
り
で
あ
る
。
我
が
古
代
民
族
を
論

す
る
場
合
に
此
等
を
比
較
し
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
昭
和
九
年
陸
中

赤
澤
村
の
舟
久
保
石
灰
洞
内
の
住
居
趾
（
仮
指
定
）
と
認
む
べ
き
も
の
を
踏

査
し
た
が
洞
窟
内
の
主
要
部
は
3

淵
潤
で
泥
土
充
満
し
且
遺
物
を
採
集
す

る
為
め
に
多
少
攪
鼠
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
遺
跡
の
全
貌
を
調
査
す
る
に

大
な
る
困
維
を
感
じ
た
。
然
し
此
遺
蹟
に
は
人
骨
が
一
顆
あ
り
土
器
の
貯

蔵
所
も
略
認
め
ら
れ
る
か
ら
指
定
の
債
値
は
あ
ら
う
。
即
ち
遺
跡
褻
見
の

場
合
に
は
現
朕
を
糖
更
せ
｛
が
し
て
其
の
登
見
常
時
の
全
貌
を
撮
影
し
測
定

し
記
載
し
て
か
ら
遣
物
の
調
査
に
着
手
す
る
様
に
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る

遣
物
の
用
途
の
究
明
の
如
き
も
或
る
程
度
迄
褻
見
嘗
時
の
存
在
位
置
を
考

慮
し
て
其
の
形
態
と
併
せ
考
へ
た
ら
判
明
す
る
場
合
が
多
か
ら
う
。
故
に

遠
蹟
の
虐
女
的
な
姿
の
完
全
な
観
察
と
い
ふ
こ
と
が
如
何
に
遺
蹟
の
債
値

を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
明
か
で
あ
る
。

我
が
國
に
於
け
る
貝
塚
の
調
査
は
明
治
十
年
米
國
人
モ
ー
ル
ス
氏
が
来

尺
位
の
石
を
敷
き
阻
側
に
耳
石
を
立
て
た
入
口
と
認
む
べ
き
構
造
が
あ
証
で
あ
る
。
特
に
其
の
所
在
維
は
四
國
の
南
端
土
佐
洞
浩
岸
匿
域
に
存
す

弓

石
ど
敷
き
詰
め
た
部
分
二
個
所
を
痰
見
し
た
。
猶
其
の
一
部
に
直
裸
約

追
々
其
の
中
央
を
探
ぐ
る
と
燻
趾
が
あ
り
之
を
続
つ
て
大
小
不
同
の
鐵
平

つ
中
央
室
に
燻
址
の
存
在
を
認
む
べ
き
所
も
あ
っ
て
顆
著
は
る
洞
窟
住
居

長
野
縣
下
の
鬱
芦
鬱
釦
鬱
彗
一
方
峯
の
西
南
麗
の
畑
地
に
あ

る
此
地
は
海
抜
七
百
七
十
米
突
の
高
地
で
眺
望
は
優
れ
て
居
る
畑
雄
を
登

椰
し
て
直
樫
五
間
半
略
圃
形
の
地
域
を
石
を
以
て
劃
せ
る
部
分
を
登
見
し

ま
訊
忙
弾
生
式
の
長
頸
壺
は
第
三
室
の
洞
壁
に
近
く
横
た
は
り
て
存
し
且

乳
桐
の
上
部
入
口
に
近
く
略
三
個
の
相
運
絡
せ
る
空
聞
あ
り
て
住
居
趾
と

認
め
ら
れ
各
部
に
弾
生
式
土
器
を
貯
蔵
せ
し
證
跡
あ
り
就
中
石
灰
華
に
包

居
証
と
多
少
異
る
町
辛
あ
る
も
櫨
の
構
造
は
略
相
等
し
く
特
に
石
器
の
種
類

に
富
み
耳
飾
を
喚
見
し
縄
紋
式
土
器
破
片
は
多
敷
褒
見
せ
ら
肛
‘
亡
虚
で
あ

る

高
知
縣
下
の
靡
即
砕
は
最
近
其
の
全
貌
を
知
る
こ
と
を
得
た
天
然
の
鍾

る゚
る
こ
と
が
出
来
る
。
住
居
趾
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
は
之
れ
が
初
め
で
あ

さ
に
敷
個
所
あ
り
て
各
櫨
趾
を
存
す
。
東
京
府
蚊
肺
奈
川
縣
下
の
礫
林
住

る
能
は
ざ
る
も
南
北
の
直
挫
約
二
十
八
尺
京
西
の
直
狸
約
三
十
八
尺
あ
り

中
心
よ
り
南
に
片
寄
り
た
る
部
分
に
燻
趾
か
あ
る
。
何
れ
も
石
器
及
縄
紋

式
土
器
を
登
見
し
た
。

群
馬
縣
下
の
葦
藁
和
翫
翫
応
齊
齊
は
赤
城
山
の
裾
野
に
あ
り
東
西
に
長

き
丘
陵
上
に
あ
る
住
居
趾
群
で
あ
る
。
火
山
礫
層
の
下
約
二
尺
―
―
一
寸
の
深
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同
縣
下
伊
勢
原
八
幡
豪
石
器
時
代
住
居
趾
は
豪
地
に
二
個
所
あ
り
各
遺

蹟
は
畑
の
地
下
約
一
尺
七
八
寸
の
虞
に
あ
る
。
一
は
山
王
塚
に
存
し
扁
平

な
る
根
府
川
石
を
略
楠
閲
形
に
敷
き
南
北
の
直
狸
約
十
九
尺
東
西
の
直
偲

約
十
一
尺
あ
り
中
央
に
煽
趾
か
あ
る
。
一
は
字
宮
ノ
前
に
あ
り
礫
石
を
敷

き
た
る
も
の
に
し
て
今
は
石
敷
の
石
を
移
動
せ
し
為
め
其
の
全
形
を
認
む

同
縣
下
苧
バ
攣
芦
震
釦
犀
ぎ
成
立
逍
蹟
の
東
南
約
四
丁
の
虚
に

崖
窒
隔
て
て
存
す
る
。
戌
立
と
多
少
異
り
巨
岩
の
散
在
せ
る
空
間
の
適

嘗
な
る
場
所
を
選
び
て
略
其
の
中
央
に
燐
を
作
っ
た
も
の
で
他
に
縄
紋
式

土
器
の
腹
部
の
半
分
を
底
部
に
利
用
し
た
燻
証
か
あ
り
叉
別
に
石
園
が
一

個
所
あ
る
C

匿
域
内
か
ら
縄
紋
式
土
器
及
び
石
器
を
褒
見
し
た
。

富
山
縣
下
の
か
恥
鼻
犀
釦
恥
崖
は
越
中
潤
に
呵
す
る
海
岸
に
あ
る
。
悔

潮
の
侵
蝕
に
依
り
凝
灰
岩
質
の
雌
屑
に
穿
た
れ
た
洞
窟
内
に
あ
る
。
洞
窟

の
底
部
は
敷
屑
を
形
成
し
其
下
暦
に
網
紋
式
土
器
，
上
層
に
顔
生
式
土
器
§

石
器
、
貝
殻
等
を
介
在
し
叉
人
骨
も
餐
見
し
亡
。
此
等
の
暦
位
的
研
究
に

依
つ
て
先
史
時
代
か
ら
此
の
洞
窟
に
居
住
せ
し
人
類
の
あ
る
こ
と
を
證
す

あ
る
。

る
。
匿
域
内
に
は
多
敷
の
縄
紋
式
土
器
破
片
及
び
石
器
を
痰
見
し
亡
虞
で



＇ あ
る
。
廣
大
な
る
貝
塚
は
、
附
近
に
嘗
時
の
豪
落
の
存
在
す
る
こ
と
を
暗

示
す
る
も
の
で
、
之
は
前
記
の
住
居
趾
の
豪
落
的
群
集
朕
態
と
併
せ
考
ふ

1

,

I

軍
量
遍
、
V

／
 

＼
 

（ 合約）骰骨の族ヌイ見登塚貝日朝

史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
石
器
時
代
遣
蹟

表
的
な
逍
物
包
含
地

庄
調
査
の
上
保
存

す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
念
厄
縣
市
町
村

別
指
定
石
器
時
代
逍

蹟
表
参
照
）

指
定
せ
ら
れ
た
貝

塚
と
遣
物
包
含
地
と

を
略
記
す
る
。

0

0

 

千
葉
縣
下
の
良
文

0

0

0

 

村
貝
振
は
同
村
来
迎

寺
の
境
内
に
近
き
憂

池
の
雨
端
海
ノ
内
、

笏
ノ
内
．
豪
畑
、
榎

谷
等
の
地
城
内
に
存
し
貝
塚
の
群
集
地
と
認
め
ら
れ
る
。
貝
殻
暦
は
表
土

下
約
一
尺
五
六
寸
よ
り
二
尺
内
外
で
、
榎
谷
の
部
分
は
最
厚
く
約
十
尺
を

算
し
他
は
二
、
三
尺
よ
り
五
、
六
尺
に
及
び
縄
紋
式
土
器
石
器
等
の
逍
物

を
含
包
し
て
居
る
。
遠
蹟
は
廣
大
で
其
の
大
部
分
は
略
完
全
に
保
存
せ
ら

は
貝
塚
と
同
様
に
行

ふ
ぺ
き
も
の
で
、
代

｝
 

山
＂
冒

‘、J
'
 
／
 ／

 

部
は
學
術
的

褒
掘
を
続
て

で
あ
る
。
貝

塚
の
保
存
は

此
の
如
く
一

れ
て
殊
に
貝
暦
の
厚
さ
十
尺
以
上
に
及
ぶ
も
の
は
頗
る
稲
で
あ
る
。
＇

遺
物
は
其
の
池
の
村
社
々
務
所
に
陳
列
棚
を
作
っ
て
保
存
さ
れ
て
居
る

が
、
特
に
土
器
の
稲
類
に
富
み
貝
塚
研
究
の
好
適
地
と
認
め
ら
れ
る
。

0

'

O

0

0

 

顧
島
縣
下
の
新
地
貝
塚
は
丘
陵
の
一
端
に
あ
る
遺
践
で
縄
紋
式
土
器
及

石
器
を
包
含
し
暦
位
は
一
定
せ
ざ
る
も
約
―
二
尺
内
外
に
達
し
て
居
る
。
従

来
褻
掘
さ
れ
た
の
は
其
の
一
部
で
あ
っ
て
給
蓄
態
を
存
せ
る
部
分
が
多

ぃ
附
近
（
約

―
町
）
の
手

長
明
紳
は
本

貝
塚
生
成
偲
．

既
に
闘
し
て

著
名
で
あ
る

か
ら
（
附
）
と

し
て
指
定
せ

ら
れ
た
も
の

,l•一

（ 

れ
て
よ
り
、
其
の
學
術
的
調
査
は
進
み
、
坪
井
正
五
郎
博
士
等
の
熱
心
に
依

つ
て
有
史
以
前
（
先
史
時
代
）
民
族
に
劉
す
る
研
究
が
隆
盛
に
な
っ
て
来
た

の
で
あ
る
。
貝
塚
は
貝
類
の
採
集
に
適

す
る
虞
の
附
近
に
存
す
る
こ
と
勿
論
で

多
く
海
岸
、
河
岸
、
湖
沼
岸
等
に
浩
ヘ

る
丘
陵
上
又
は
其
の
斜
面
に
堆
積
し
て

居
る
も
の
で
あ
る
。
貝
塚
は
、
営
時
の

住
民
が
日
常
食
用
に
供
し
た
貝
類
の
残

物
た
る
貝
殻
を
主
と
ビ
他
の
食
料
の

残
骸
や
不
用
品
を
捨
て
た
塵
捨
揚
で
あ

る
。
内
地
に
は
貝
塚
に
闘
す
る
古
偲
説

も
あ
り
、
諸
所
に
其
の
地
名
が
残
っ
て

居
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
往
古
よ
り
其

の
存
在
が
知
ら
れ
て
居
つ
た
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貝
塚
は
其
の
所

在
地
附
近
に
住
居
が
あ
っ
た
も
の
と
認

め
ら
る
A

の
み
な
ら
す
、
往
々
貝
塚
の

下
に
も
住
居
趾
が
褻
見
さ
れ
る
こ
と
が

文
部
時
報
第
五
百
五
十
―
―
一
競

一五

,
'
に

卜
＜
 

ー
/

7

 

J
,
 .
 

.
 
1
 

l
Y
 

J
 

4
r
 

ー

i
 
¥

i

“r 

＼
 

三
四

駒

地 含 包 物 遺 宿 指

＇ 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
貝
塚
の
分
布
は
、
闘
東
地
方
が
最
多
く
、
東
京
濤
及

霞
ケ
浦
浩
岸
を
主
と
し
て
東
北
地
方
で
は
松
島
濤
、
大
船
渡
濁
附
近
）
中

部
地
方
で
は
渥
美
濶
．
伊
勢
濁
、
九
州
地

方
で
は
有
明
濁
附
近
に
分
布
し
、
日
本
海

浩
岸
に
は
極
め
て
少
い
。
貝
塚
は
其
の
形

朕
に
依
つ
て
環
朕
貝
塚
、
馬
蹄
形
貝
塚
、

堅
濠
朕
貝
塚
、
塚
形
貝
塚
等
に
分
類
さ
れ

る
が
、
更
に
貝
殻
の
種
類
に
依
つ
て
鍼
水

•
新

＇
七
性
貝
塚
淡
水
性
貝
塚
~
]
•
鍼
淡
混
合
性
の

地
貝
塚
等
に
分
れ
る
が
、
其
の
時
代
の
判
定

は
、
出
土
遺
物
蚊
に
包
含
暦
位
に
依
つ
て

｀

＇

貝

霞

、

、

な

さ

る

る

の

で

あ

る

。

貝

塚

の

内

に

は

縄

塚
紋
式
土
器
又
は
蒲
生
式
土
器
と
石
器
を
登

見
す
る
も
の
が
多
い
が
、
後
泄
の
も
の
に

•
な
る
と
石
器
を
見
す
祝
部
土
器
を
包
含
す

る
も
の
も
あ
る
。
之
等
は
歴
史
時
代
に
入

る
も
の
で
あ
る
。
貝
塚
の
地
域
的
調
査
と

其
の
時
代
的
系
統
の
調
査
は
、
今
後
に
行

は
る
べ
き
重
要
な
題
目
で
あ
る
。
遺
物
包
含
地
は
土
器
及
び
石
器
又
は
人

骨
等
を
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
性
質
は
略
貝
塚
に
等
し
く
其
の
調
査



其
の
報
告
文
が
提
畠
さ
れ
性
質
が
明
腕
と
な
り
他
の
大
部
分
が
葦
形
を
存

す
る
揚
合
に
其
の
叩
部
分
の
地
域
を
包
含
し
て
指
定
す
る
如
き
は
意
義
あ

る
方
法
と
思
は
れ
る
。
此
の
動
に
於
て
良
文
村
貝
塚
も
そ
の
例
で
あ
る
。

o
o
o
c
o
 

岩
手
縣
下
の
下
船
渡
貝
塚
は
大
船
渡
葦
に
臨
む
丘
陵
の
傾
斜
地
に
在

る
。
層
の
厚
さ
略
二
尺
か
ら
四
尺
て
‘
表
土
畑
地
の
為
多
少
貝
屁
が
攪
拌

せ
ら
れ
て
居
る
が
石
器
B

縄
紋
式
土
器
．
骨
器
及
獣
骨
等
を
包
含
し
て
居

る。

0

0

0

0

0

 

同
縣
下
の
蛸
ノ
浦
貝
塚
は
大
船
渡
躊
の
西
岸
俗
に
大
久
保
と
稽
す
る
丘

陵
に
在
る
。
層
の
厚
さ
は
略
一
尺
五
寸
乃
至
六
尺
に
及
べ
る
虞
が
あ
る
。

表
土
は
畑
地
で
あ
る
か
ら
多
少
貝
殻
層
が
攪
拌
せ
ら
れ
て
届
る
が
石
器
沿

縄
紋
式
土
器
ぷ
円
器
及
び
獣
骨
等
を
包
含
し
尚
能
＜
菌
態
を
保
つ

1
届
る
。

0

0

0

 

0
 
0
 

同
縣
下
の

1
澤
摂
貝
塚
は
大
船
渡
廣
田
附
讀
の
間
に
突
出
せ
る
半
島
の

南
端
廣
田
濤
に
臨
め
る
丘
陵
南
北
の
園
穀
面
に
あ
る
n

紗
土
を
以
て
覆
は

る
る
暦
の
厚
さ
は
略
六
尺
か
ら
十
尺
に
及
ん
で
届
る
。
屑
中
に
石
器
龍
紋

式
土
器
骨
器
及
獣
骨
を
包
含
し
て
居
る
。

0

0

0

0

 

富
山
縣
下
の
朝
日
貝
塚
は
潟
山
東
麓
の
緩
き
傾
斜
面
に
あ
る
。
包
含
地

の
暦
位
は
表
土
の
次
に
黒
色
砂
質
粘
土
暦
第
一
貝
暦
次
に
赤
褐
色
土
層
第

二
貝
暦
黒
色
砂
層
其
下
は
地
盤
で
あ
る
。
貝
層
よ
り
獣
骨
、
魚
骨
T

石
器
、

貝
塚
勾
玉
，
映
欣
耳
飾
≫
有
孔
小
石
斧
＼
纏
紋
式
土
器
及
び
上
層
よ
り
禰

生
式
土
器
を
出
土
し
特
に
黒
色
砂
層
の
下
に
燎
証
あ
り
又
黒
色
紗
屑
の
上

に
も
粘
土
豚
の
中
央
に
煽
証
あ
る
住
届
趾
か
衰
見
さ
仇
亡
脚
か
著
し
い
。

文
部
時
報

第
互
百
五
十
三
競

0

0

0

0

 

和
歌
山
縣
下
の
鳴
紳
貝
塚
ぱ
花
山
の
南
麓
に
接
績
せ
る
豪
地
の
傾
斜
面

よ
り
其
の
下
の
低
平
の
地
域
に
亙
つ
て
在
る
。
低
平
の
地
匿
は
現
今
畑
地

と
な
っ
て
屈
る
が
嘗
て
水
田
と
ぢ
つ
て
居
た
為
か
褻
掘
を
免
れ
約
五
，
六

寸
の
岨
下
に
厚
｝
さ
約
一
尺
餘
の
貝
層
が
あ
り
b

石
器
縄
紋
式
土
器
及
び
硼

生
式
土
器
獣
骨
等
を
包
合
し
て
居
る
。
傾
斜
面
は
飩
に
大
部
分
預
掘
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
兄
表
面
に
は
貝
殻
．
土
器
破
片
等
が
散
乱
し
て
語
る
近

畿
地
方
で
は
珍
し
い
貝
塚
て
あ
る
し

0

0

 

0

0

 

島
根
縣
下
の
砕
口
貝
塚
は
天
明
年
間
に
開
堅
し
た
佐
陀
川
の
雨
岸
に
跨

呈
岳
豆

り
て
存
す
る
貝
塚
で
あ
る
Q
池
下
約
一
尺
乃
至
三
尺
の
部
分
に
貝
殻
、
禰

生
式
土
器
~
石
辞
、
骨
器
、
鹿
骨
鹿
歯
其
の
他
の
遺
物
を
包
含
し
て
居

る
。
日
本
悔
沼
岸
埴
方
の
貝
塚
と
し
て
著
名
で
あ
る
3

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

京
都
府
下
の
函
石
濱
逍
物
包
含
蛾
は
日
本
海
階
岸
の
砂
丘
上
に
存
し
縄

紋
式
土
器
も
少
量
に
存
し
禰
生
式
土
器
p
祝
部
土
器
を
包
含
し
石
器
5

銅

讐
貨
泉
、
古
錢
等
を
出
土
す
る
遣
跡
で
其
性
質
の
研
究
は
従
来
難
問
題

と
せ
ら
れ
て
居
る
著
名
の
遣
蹟
で
あ
る
。

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
Q
 
O
 
0
 

鹿
兒
島
縣
下
の
指
宿
橋
牟
轄
川
遺
物
包
含
地
は
稿
牟
證
川
雨
岸
の
奎
地

に
あ
る
部
位
に
よ
り
て
多
少
の
差
あ
る
も
概
し
て
表
土
よ
り
約
二
間
の
深

さ
の
部
分
に
火
山
噴
出
物
の
層
あ
り
貝
塚
式
土
器
を
其
下
暦
に
菊
生
式
土

器
及
胴
部
土
器
を
其
上
厨
に
包
含
し
古
代
民
族
の
棲
息
せ
る
文
化
暦
（
生

話
暦
）
の
愛
遷
を
見
る
に
極
め
て
興
味
あ
る
遣
蹟
で
あ
る
。
Q
茫

一六
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8月
a
a

i

公

告

i

目

的

本

省

行

政

＝

一

開

ス

ル

法

令

竺

諸

般

ノ

施

塁

事

項

ヲ

周

知

セ

‘

ー

9
g
9
9
9
9
9
9
9
9
.
.
 
8
,

i
i'8

ム
ル
ト
共
二
所
賢
行
政
及
塾
育
機
闊
贅
響
絡
提
携
属
ナ
ラ
シ
，

令

敦

員

推

臨

廣

告

ル

ヲ

以

テ

目

的

ト

ス
二
内
容
本
時
報
登
載
事
項
／
大
要
左
ノ
如
シ

（
八
七
九
）

一
，
敦
扇
ト
ナ
生
有
ノ
氏
名橋

本

忠

次

郎

詔

書

勅

語

法

律

二

、

同

上

委

柊

等

昭

和

十

一

雙

＝

一

月

一

勅

令

閤

令

省

令

闘

西

學

院

文

學

部

英

文

科

卒

業

同

年

ー

四
月
英
語
科
中
等
敦
員
免
許
朕
受
餃
訓
~
令
告
示
告
謡

=

-

、

抱

任

シ

得

ル

學

科

目

等

英

語

科

訓

示

指

令

（

霜

バ

ナ

）

通

牒

（

讐

ト

ナ

リ

又

＾

l

般）

四

、

希

望

ス

ル

地

位

拉

牧

入

不

問

と

参

考

ト

ナ

ル

モ

／

五

、

希

望

ス

ル

學

校

ノ

種

類

泣

所

在

地

法

令

解

説

質

疑

應

答

（

疇

麟

汀

バ

豆

で

『

こ

(

|

ー

ー

ー

域

男

女

中

等

學

校

全

國

各

地

遠

近

昭

和

十

一

年

六

且

十

入

且

印

刷

納

本

塁

、

陸

鍍

叙

位

砿

勘

表

彰

復

命

響

及

報

告

書

ヲ

不

問

昭

和

十

一

年

六

月

二

十

一

日

装

行

六

、

右

推

薦

者

闘

西

學

院

文

學

部

長

講

演

誕

話

、

談

話

研

究

詞

査

統

t

代
狸
シ
ー
•
ゼ
ー
•
•
エ
ル
•
ベ
ー
ツ
i
-
-
i
a
・
（
第
五
吾
一
瞑
）

（

文
0

)

人

事

公

告

寓

汎

東

京

市

讐

塁

手

三

番

町

十

＝

言

一

、

数

員

ト

ナ

ル

者

／

，

氏

名

三

編

纂

文

部

時

報

編

纂

ノ

飼

編

纂

委

員

長

泣

編

纂

委

騎

若

干

名

ヲ

樅

ク

、

|

J

発

行

者

大

谷

仁

兵

衛

望

月

庄

次

郎

（

三

十

歳

）

編

纂

委

員

長

＾

・

文

書

課

長

ヲ

以

テ

之

＝

充

テ

編

纂

委

員

＾
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ッ
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五
、
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望
ス
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學
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ノ
種
類
泣
所
在
地

域
~
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女
中
等
學
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望
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必
要
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應
ジ
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縣
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ム
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得

岡
縣
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縣
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]

一

／

日

ヲ

衰

行

期

日

ト

ス

r
ー
，
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文
数
問
答

文
部
時
報

中 問

第
五
百
五
十
芝
賦

T可
コ 摘 事

旱 計 行 刊 辛艮 時 部 文

問
科
學
研
究
嬰
励
金
交
付
申
請
3
手
綬
其
0
他
に
闘

す
る
規
程
餘
は
定
つ
て
居
り
ま
す
か
。

答
科
學
研
究
奨
励
金
は
自
然
科
學
拉
に
精
帥
科
學
に

闊
す
る
諸
研
究
に
封
し
交
付
せ
ら
る
さ
も
の
て
あ
り
ま

し
て
之
が
交
付
申
酌
に
闘
す
る
規
租
は
設
け
て
は
居
リ

ま
せ
ん
が
侮
年
豫
雛
の
成
立
と
同
時
に
高
緒
専
門
學
校

以
上
玄
目
公
私
の
諸
學
校
長
に
封
し
通
牒
を
装
し
其
り
―

職
員
中
特
殊
研
究
者
に
し
て
奨
闘
金
交
付
希
望
の
向
は

研
究
項
目
及
其
の
事
績
等
を
詳
具
し
て
一
定
期
限
内
に

申
詰
せ
し
め
審
査
の
上
交
付
者
及
交
付
金
額
を
決
定
す

る
こ
と
に
し
て
居
り
ま
す
。

二

問
國
際
オ
リ
ム
ビ
ッ
ク
大
會
へ
本
邦
代
表
這
手
が
何

人
程
行
か
れ
支
す
か
。

答
本
邦
代
表
選
手
が
國
際
ォ
l
J
ム
ピ
ッ
ク
大
合
に
参

加
出
掲
し
た
の
は
、
明
治
四
十
五
年
節
五
同
大
會
が
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
閲
、
か
れ
た
と
き
9

1

]

名
派
涸
さ
れ
た 答

文

教

．
 一

、
問
合
は
そ
り
要
領
を
簡
明
に
、
記
載
す
る
こ
と

一
、
封
筒
に
は
宛
名
を
「
文
部
省
内
文
部
時
報
編
纂
委
員
」
と
し
、
そ
の
傍
に
「
文
敦
間
答
用
」
と

朱
書
す
る
こ
と

一
、
誌
上
装
表
の
際
齋
名
と
す
る
は
差
支
無
き
も
b

問
合
書
に
は
官
識
（
官
職
無
き
も
心
は
住
所
）
氏

名
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と

一
、
問
合
は
無
料
と
す

の
が
始
め
て
あ
り
ま
す
。
其
後
第
七
回
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

ヘ
十
六
名
•
第
八
回
バ
リ
ヘ
二
十
名
、
節
九
回
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
ヘ
互
十
名
f
第
十
同
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
ヘ
百

四
十
八
名
て
あ
り
ま
し
た
。
本
年
第
十
一
回
大
會
が
ベ

ル
リ
ン
｀
て
開
か
れ
る
に
就
て
は
、
役
員
選
手
合
せ
て
ニ

百
七
十
三
名
が
大
泉
派
遣
せ
ら
れ
ま
す
。
卯
ち
平
沼
選

手
閲
長
を
始
め
と
し
油
・
本
部
よ
り
八
名
、
陸
上
競
技

五
十
七
名
、
水
上
競
技
五
十
七
名
、
漕
艇
二
十
三
名
、

蹴
球
十
九
名
、
籠
球
十
四
名
、
拳
闘
七
名
、
ョ
ッ
ト
六

名
、
レ
ス
リ
ン
グ
六
名
、
謄
操
十
名
、
ホ
ッ
ケ
）
十
七

名
、
馬
術
六
名
b

冬
期
競
技
の
ス
キ
ー
十
七
名
，
ス
ケ

ー
ト
ニ
十
六
名
て
あ
リ
ま
す
。
さ
う
し
て
冬
期
競
技
は

ガ
ル
ミ
ッ
ジ
ュ
で
本
・
年
二
月
終
り
ま
し
た
が
~
馬
術
漕

艇
の
選
手
は
巳
に
出
疲
し
ま
し
て
、
六
月
一
日
に
は
饂

上
の
マ
ラ
ソ
ン
選
手
永
上
役
員
、
漕
艇
役
員
が
出
痰
し
3

六
月
八
日
に
は
陸
上
Q
男
女
選
手
が
、
六
月
十
二
日
に

は
水
上
の
競
泳
選
手
が
出
褻
し
b

六
月
二
十
日
に
本
部

と
右
の
他
の
選
手
全
部
が
柑
褻
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ

ま
す
。

問

枇

唸

村

は

村

穂
0
濡
納
が
案
外
多
い
の
て
詢
年
度

の
小
學
校
敦
員
俸
給
を
ニ
ヶ
月
分
未
彿
の
ま
4

今
日
に

至
っ
て
居
―
5

の
で
あ
l
J
ま
す
が
b

本
年
度
の
義
務
救
育

費
に
到
す
る
國
庫
交
付
金
て
前
年
度
の
俸
給
を
支
彿
つ

て
も
差
支
へ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
某
村
牧
入
役
）

答
國
庫
交
付
金
は
交
付
せ
し
年
度
の
数
員
俸
給
に
到

す
る
國
庫
の
分
搬
金
て
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の
金
を
直
接

前
年
度
の
敦
員
俸
給
支
彿
に
充
常
す
る
こ
と
は
原
則
上

許
さ
れ
ま
せ
ん
、
貴
方
の
村
は
麿
分
村
祗
3

滞
納
が
多

い
様
で
す
が
一
霰
歳
阻
豫
鉾
の
試
行
を
掴
涛
な
ら
し
む

る
上
か
ら
見
て
此
際
過
年
度
ウ
滞
納
を
根
本
的
に
整
理

す
る
と
云
ふ
こ
と
が
焦
眉
の
急
と
思
は
れ
ま
す
、
或
る

村
の
如
き
は
租
税
Q
事
務
に
繹
瞼
あ
る
方
を
滞
納
乾
硬

悶
と
し
て
臨
時
に
採
用
し
●
心
こ
れ
に
従
事
せ
し
め
羞

々
其
夕
霰
緞
茫
拳
げ
て
ゐ
る
村
も
相
常
多
い
様
て
す
、
．

是
非
何
ん
と
か
濡
納
益
理
案
を
確
立
し
前
年
度
の
数
員

俸
給
未
掠
を
皆
消
せ
し
め
て
項
き
た
い
も
の
と
切
に
望

み
ま
す
。
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